
平
成
二
十
一
年
五
月
十
二
日
提
出

質

問

第

三

九

〇

号

米
軍
人
・
軍
属
と
そ
の
家
族
に
よ
る
事
故
の
被
害
調
査
費
用
負
担
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

照

屋

寛

徳

390



米
軍
人
・
軍
属
と
そ
の
家
族
に
よ
る
事
故
の
被
害
調
査
費
用
負
担
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
四
日
、
沖
縄
県
名
護
市
真
喜
屋
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
米
空
軍
第
十
八
航
空
団
第
八
十
二
偵
察
中
隊
所

属
の
セ
ス
ナ
機
が
墜
落
し
た
。
私
は
、
墜
落
直
後
に
現
場
を
視
察
し
た
。
墜
落
現
場
は
国
道
か
ら
わ
ず
か
に
離
れ
た
場
所
で
あ

り
、
付
近
に
は
小
学
校
や
民
家
が
存
在
す
る
。

し
か
も
、
当
該
セ
ス
ナ
機
は
、
わ
が
国
の
航
空
法
に
違
反
す
る
飛
行
を
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
公

務
外
の
事
故
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
中
で
、
事
故
現
場
の
汚
染
土
壌
調
査
費
用
を
日
本
政
府
が
支
払
っ
た
。
こ
れ
で
は
結
果

と
し
て
、
被
害
者
が
加
害
者
に
お
金
を
支
払
っ
て
あ
げ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
到
底
、
容
認
し
得
な
い
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

報
道
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
八
年
十
月
二
十
四
日
発
生
の
嘉
手
納
基
地
所
属
の
セ
ス
ナ
機
墜
落
事
故
（
以
下
、
本
件
事
故
と

い
う
）
は
、
日
米
協
議
の
結
果
、
公
務
外
の
事
故
と
判
断
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
か
か
る
日
米
協
議
の
正
式
名
称
及
び
そ
の

開
催
日
時
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
公
務
外
の
判
断
の
是
非
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

二
〇
〇
八
年
十
月
三
十
日
、
私
が
嘉
手
納
基
地
所
属
セ
ス
ナ
機
の
墜
落
事
故
に
関
す
る
質
問
主
意
書
を
提
出
し
た
と
こ

ろ
、
同
年
十
一
月
十
一
日
、
政
府
よ
り
本
件
事
故
が
公
務
外
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
「
請
求
権
に
つ
い
て
は
、
加
害

一



者
本
人
が
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
当
事
者
間
に
お
い
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
も
の
の
、
か
か
る
方
法

で
解
決
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
日
米
地
位
協
定
第
十
八
条
�
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
」
と
の

答
弁
書
を
受
領
し
た
。
そ
の
後
、
被
害
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
は
な
さ
れ
た
の
か
。
損
害
賠
償
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
日

時
、
金
額
、
支
払
い
責
任
者
、
米
側
に
よ
る
償
還
の
有
無
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
損
害
賠
償
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
日
米
交
渉
の
遅
滞
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
か
か
る
事
態
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

本
件
事
故
機
が
墜
落
し
た
際
、
消
火
剤
が
散
布
さ
れ
た
汚
染
土
壌
の
調
査
費
用
は
、
沖
縄
防
衛
局
が
調
査
業
者
に
支
払
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
沖
縄
防
衛
局
は
、
防
衛
省
の
「
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
賠
償
金
の
支
給
等

に
関
す
る
省
令
」
第
三
条
を
調
査
費
用
の
支
払
根
拠
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
省
令
第
三
条
は
、
「
地
方
防
衛
局
長
及

び
東
海
防
衛
支
局
長
は
、
管
轄
区
域
内
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
為
等
に
よ
る
事
故
の
発
生
を
知
っ
た
と
き
は
、
直
ち

に
、
関
係
行
政
機
関
の
協
力
を
得
て
、
当
該
事
故
の
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
お
り
、
事
故
調
査
の

実
施
を
義
務
づ
け
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
公
務
外
の
事
故
で
の
日
本
側
に
よ
る
費
用
負
担
に
直
接
言
及
し
て
お
ら
ず
、
本
件

事
故
に
お
け
る
当
該
調
査
費
用
の
支
払
い
は
、
拡
張
解
釈
に
よ
る
不
法
・
不
適
切
な
支
払
い
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の

見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二



そ
れ
と
も
、
今
後
政
府
は
、
米
側
に
対
し
て
当
該
調
査
費
用
を
償
還
請
求
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。
か
か
る
調
査
の
目
的

と
具
体
的
な
内
容
、
調
査
期
間
、
請
負
業
者
名
、
請
負
金
額
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。
米
側
に
償
還

請
求
す
る
考
え
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
日
本
側
が
支
払
う
必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の
理
由
と
支
払
根
拠
を
具
体
的
に
説

明
さ
れ
た
い
。

四

過
去
に
公
務
外
と
認
定
さ
れ
、
日
米
地
位
協
定
第
十
八
条
第
六
項
に
基
づ
き
米
側
が
全
額
補
償
し
た
事
故
に
つ
い
て
、
被

害
調
査
費
用
を
日
本
側
が
負
担
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
故
の
発
生
日
時
、
被
害
調
査
額
及
び
負

担
の
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
な
ぜ
日
本
側
が
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
か
、
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

五

こ
れ
ま
で
防
衛
省
の
「
合
衆
国
軍
隊
等
の
行
為
等
に
よ
る
被
害
者
等
に
対
す
る
賠
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る
省
令
」
第
三

条
が
適
用
さ
れ
た
全
て
の
事
件
・
事
故
の
発
生
日
時
、
被
害
調
査
内
容
及
び
調
査
費
用
を
列
挙
し
た
う
え
で
、
政
府
と
し
て

米
側
に
償
還
請
求
し
、
支
払
わ
れ
た
事
実
が
あ
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
米
側
が
拒
否
し
て
償
還
が
実
現
し
な
か
っ

た
、
あ
る
い
は
政
府
と
し
て
当
該
調
査
費
用
を
償
還
請
求
し
た
こ
と
が
な
い
場
合
は
、
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

六

日
米
地
位
協
定
第
十
八
条
に
は
、
米
軍
人
・
軍
属
と
そ
の
家
族
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
事
故
の
被
害
調
査
費
用
負
担
に
つ

三



い
て
明
確
な
取
り
決
め
が
な
い
。
主
権
国
家
と
し
て
、
か
か
る
調
査
費
用
に
つ
い
て
も
同
協
定
第
十
八
条
に
規
定
す
る
分
担

割
合
に
則
り
、
然
る
べ
き
金
額
を
米
側
に
償
還
請
求
で
き
る
よ
う
日
米
合
同
委
員
会
を
通
じ
て
主
張
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

報
道
に
よ
る
と
、
去
る
三
月
十
日
に
沖
縄
県
那
覇
市
松
山
交
差
点
で
発
生
し
た
Ｙ
ナ
ン
バ
ー
車
両
ひ
き
逃
げ
事
件
の
被
害

者
に
対
し
て
、
沖
縄
防
衛
局
よ
り
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
該
見
舞
金
の
支
給
根
拠
と
さ
れ
る
防
衛
省
通
達

「
駐
留
軍
の
航
空
機
事
故
等
に
お
け
る
緊
急
見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
『
民
事
特
別
法
』
に
基
づ
く
損
害
賠
償

金
又
は
地
位
協
定
第
十
八
条
第
�
項
に
い
う
慰
謝
料
の
ほ
か
に
、
見
舞
金
を
贈
る
こ
と
が
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
適
当
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
別
表
に
定
め
る
基
準
額
の
範
囲
内
で
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
被
害
者
の

身
体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
慮
れ
ば
、
「
諸
般
の
事
情
を
考
慮
」
せ
ず
と
も
、
支
給
基
準
を
満
た
す
者
に
は
等
し
く
緊
急
見
舞

金
を
手
交
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


